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技術・家庭科研究部会 合同委員会 補足資料 

部 会 長  松 山  雅 彦 

（横須賀市立田浦中学校長） 

 

 ７月に入り、ご多用のところご参集をいただきましてありがとうございます。 

 本日の合同委員会ですが、横須賀市社会教育委員会議の開催日時とバッティングしてし

まいました。この会議が就任初回会合であるため、心苦しいのですが優先させていただき

ました。誠に申し訳ありません。 

 本日の合同委員会の資料一式は、県技・家研ウェブページ https://www.gikaken.com/ 

のトップページに掲載してあります。地区周知の際にご活用ください。 

 

（１）周知・伝達案件 

 本日は夏季休業期間前の合同委員会であり、各地区への伝達・周知の案件が大変多くな

っております。 

本日の地区別会議の際、各郡市町村教諭の参集の日程を確認のうえ、幹事の方を中心と

して伝達・周知をお願いいたします。 

 〇部会夏季研修会のご案内 

（８月１日実施 参加申込締切７月 18 日：二次元コードから各分野先着 30 名定員） 

 〇部会実態調査依頼（９月４日までに回答：二次元コードから） 

 〇全国中学生創造ものづくり教育フェア in かながわの募集要項の周知（エントリー締 

切：９月４日） 

 〇関東甲信越地区中学校技術・家庭科研究会山梨大会のご案内の周知 

（申込締切９月 19 日：二次元コードから） 

 〇全日本中学校技術・家庭科研究会札幌大会のご案内の周知 

（申込締切９月 30 日：二次元コードから） 

 〇全日本中学校技術・家庭科研究会 全国アンケート（現段階未発出） 

  全日中技術・家庭科研究会 調査部が全国規模で経年変化を毎年調査しています。 

  集計結果は上記の札幌大会の全体会にて速報として発表されます。 

  後日幹事経由で案内をお送りするとともに、県技・家研ウェブページに掲載します。 

  おそらく７月中旬以降の発出となると思いますので、ご留意ください。 

（２）関東甲信越地区中学校技術・家庭科研究会 理事会の話題から 

 先日の中教審企画特別部会の報道で、技術・家庭の去就について様々な情報が飛び交う

中、渡邉調査官が山梨大会の指導助言の中でポイントを示唆されていました。 

 〇技術分野（渡邉調査官） 教科ではぐくむ力の再確認 

https://www.gikaken.com/


      技術革新を牽引する力（生み出したり、生み出したいと思う力）  

      技術の発達を主体的に支える力（生み出したものに責任をもつ力）  

    →これらの素地となる資質・能力をものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な

活動を通して育成する。 

 〇今後の技術分野に期待される役割  

      「情報活用能力」の抜本的向上  

    →生活や社会につながっている中で、一定以上の仕組みをしっているべきところ。          

「デジタル技術の民主化」誰もができる。使える。（かつて特別な知識が必要だっ

たことが誰にでもできるチャンスがある。だからこそ、みんなが使えるようになる

ように。今の「ものづくり」はデジタル基盤に支えられていることを意識する。 

  ※「技術」が「情報」に変わるのではなく、すべての技術が情報に裏打ちされている 

現状と未来を見据えて学習指導要領の構造を考える。 

  ※「技術がなくなり、情報に変わる」というような話ではない。 

 

（３）令和７年度兵庫教育大学免許法認定公開講座 

「中学校技術科教員ライセンスセミナー」について 

  〇技術分野の免許をとれる大学が少ないことに起因する教員不足の解消を図る。 

   日本産業技術教育学会と兵庫教育大学が共同で企画。（フルオンライン） 

  〇チラシ https://www.gikaken.com/20250703techobtaininglicense.pdf 

兵庫教育大学の web サイト 

https://www.hyogo-u.ac.jp/facility/create/training/ninteikouza/ 

を参照。２年で 13 単位を取得する。現職教員であれば申し込める。 

実費のみ負担。 

  〇７月中旬からウェブで申込を受付。（神奈川県ウェブからリンクあり） 

先着順 100 名まで。 

 

（４）令和７年度夏季開催研修「未来を創る技術教育」（オンライン） 

  〇対象は中学校技術担当教員。 

  〇日時：2025 年８月５日（火） 11:00～16:30 申込はコマ単位も可。 

  〇申込 https://forms.office.com/r/U7ET4sFs5M 

   〇内容詳細 

 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00077.html 

 

（５）本日は初の試みとして、研修を実施いたします。地区への還流をお願いします。 

  「技術・家庭科(技術分野)における『主体的に学習に取り組む態度』の指導と評価」 

講師：横浜国立大学教育学部附属横浜中学校 行天 健 主幹教諭 
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